
News  Release      
 

                              平成２２年５月１０日 

 

「香川大学医学部国際交流委員会主催特別講演会開催」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．演 題  ミラクル・ツインズ：遺伝性の持病“膵嚢胞線維症 Cystic Fibrosis を持って

生き肺移植と共に歩んだ私たちの体験 

 

２．講演者  アナベル・ステンツェル／イザベル・ステンツェル・バーンズ（米国） 

 

３．日 時  平成２２年５月１７日（月）１８：１５～１９：１５ 

 

４．場 所  香川大学医学部臨床講義棟２Ｆ講義室 （木田郡三木町池戸１７５０－１） 

※ 徳島文理大学香川薬学部及び県立保健医療大学にも遠隔配信します。 

 

５．講演料  無   料 

 

６．お願い  風邪などの感染症に罹っている方のご入室はお断りします。 

ただし、講演は臨床講義棟１Ｆ講義室に同時テレビ中継しますので、そちら 

でご覧になれます。 

 

 

 

 

アナベル・ステンツェルとイザベル・ステンツェル・バーンズの双子の姉妹は、遺伝性

の“膵嚢胞線維症 Cystic Fibrosis”という病気を肺移植治療により克服した貴重な体験の

持ち主で、ミラクル・ツインズと呼ばれています。 

 この度、お二人を香川大学医学部に招聘し、下記のとおり公開講演会を企画いたしまし

た。子供の頃から増悪する呼吸困難を抱え死の恐怖に怯えながらの暮らし、幸いにも臓器

ドナーに恵まれ肺移植を受けた経験、その後の活動などについて、私たちに語りかけてく

れます。講演は日本語で行われ、講演内容も判りやすく共感できる内容です。 

貴重な講演会ですので、ぜひ大勢の方々のご来場をお待ちしております。 

問い合わせ先  

 

香川大学医学部 国際交流委員会  清元 秀泰 

TEL：０８７－８９１－２１４９ 

香川大学医学部 総務課企画調査係 石川 弘子、山形 康彰 

TEL：０８７－８９１－２０１１ FAX：０８７－８９１－２０１６

E-mail：chosa@med.kagawa-u.ac.jp



 

香川大学医学部国際交流委員会主催特別講演会開催について 

 

ミラクルツインズ：遺伝性の持病“膵嚢胞性線維症 Cystic Fibrosis”を持って生き 

肺移植と共に歩んだ私達の体験 

平成 22 年 5 月 17 日 午後 6時 15 分開始 

香川大学医学部臨床講義棟 2階講義室 

 

この度香川大学医学部国際交流委員会では、表記の特別講演会を、公開で行うことにな

りましたので、お知らせします。 

講演者でアメリカのカリフォルニア州に住む、アナベル・ ステンツェルとイサベル・ス

テンツェル・バ-ンズの双子の姉妹は、遺伝性の“膵嚢胞性線維症 Cystic Fibrosis”とい

う病気を肺移植治療により克服した貴重な体験の持ち主です。 

「膵嚢胞性線維症」は、肺や膵臓など、全身の外分泌腺の正常な働きが阻害される子ど

もの慢性難治性疾患です。粘度が異常に高まった分泌物による分泌腺の閉塞は、特に肺や

膵臓で著しいため、呼吸や消化などの重要な身体機能を低下させ、致命的な難治性疾患の

一つです。欧米では約2,500 に1 人の出生と高率であるのに対して、日本では約35 万人に

1 人の出生率と推定される極めて稀な疾患です。従来、この疾患の子どもの平均余命は7～

8 歳でしたが、現代医療の進歩と治療環境の改善により余命は30 歳を越え、子どもと成人

の疾患として視点をもつべき時代となっています。 

この度、お二人を香川大学医学部に招へいし、平成 22 年 5 月 17 日夕刻に表記の講演会

を企画しました。子供の頃から増悪する呼吸困難を抱え死の恐怖に怯えながらの暮らし、

幸いにも臓器ドナーに恵まれ肺移植を受けた経験、その後の活動などについて、私たちに

語りかけてくれます。講演は日本語で行われ、講演内容も判りやすく共感できる内容です。   

大勢の方々のご来場をお待ちしています。 

 

アナベル・ ステンツェル 

1994 年：スタンフォード大学で人間生物学の学士号取得 

1997 年：カリフォルニア大バークレー校で遺伝子学カウンセリングの修士号を取得 

1999 年：アメリカ遺伝子学委員会で専門認定資格を取得 

2008 年：アメリカ移植者スポーツ大会で「人生をより良くした賞」を受賞 

現在は、遺伝子学カウンセラー（スタンフォード大学のルシール・パッカード子供病院） 

CF リサーチ INC の役員会のメンバーや医療スペシャリストとして活躍している。 

 

イサベル・ステンツェル・バ−ンズ,  

1994 年：スタンフォード大学で人間生物学の学士号取得 

1998 年：カリフォルニア大学バークレー校で、疫学と生物統計学の公衆衛生修士号と健康関連の社

会福祉の修士号を取得。 

現在は、著者、ソーシャルワーカー（スタンフォード大学のルシール・パッカード子供病院）、健

康教育者、患者活動家団体員、講演者として幅広い活躍をしている。 

 

 

香川大学医学部国際交流委員会委員長 

 



 

- Our Personal Story Living with Cystic Fibrosis and Lung Transplant - 
Isabel Stenzel Byrnes, MSW MPH and Anabel Stenzel MS CGC 
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((マーク・スモロウィッツ）： プロデューサー、監督、ライター
スモロウィッツ氏は2004年アカデミー賞にノミネートされた映画、テレビ及びニューメディアプロ
デューサーであり（作品：2003年の「The Weather　Underground」、2001年の 「Trembling
Before G-D」など）、監督業に加え、サンフランシスコのメディア・テクノロジー企業におけるエグ
ゼクティブ・プロデューサーやコンサルタントなど幅広く活躍。最近ではシリコン・バレーでケーブ
ル会社向けにIPTVやVOD（Video-on-Demand) を提供するニューメディア企業TellyTopia社におい
てプロデューサーを努める。現在、Art Institute of California San Francisco ではディジタル映画
製作プログラムの講師に加え、ベイエリアの非営利団体に補助金を交付する慈善活動をする団体の会
長も務める。近々HIV・AIDSに犯された映画製作者がクリエイティブな現場で働く様子を取り上げた
短編映画「The HIV Story Project」が公開される。
マークに関する詳細は下記のURLをご参照ください。
http://www.linkedin.com/in/marcsmolowitz .
http://twitter.com/marcsmolowitz

Documentary Project “The Power of Two”

Marc Smolowitz

2009.10.2-26
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